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主な機能強化・仕様変更点は以下の通りです。 
操作等の詳細については、オンラインヘルプ、またはPDFマニュアルをご覧ください。 
 
 
◇電子申告対応 

 ・『PCA法定調書X』から国税・地方税の直接送信ができるようになりました。 
  ※電子申告についての操作方法はDVD－ROM内の「Doc」フォルダの”『PCA法定調書Xシリーズ』電子

申告について.pdf”をご覧ください。 
 

◇DXシリーズ連動 

 ・2017年1月発売の『PCA会計DXシリーズ』『PCA給与DXシリーズ』と連動可能になりました。 
 

◇個人事業主の個人番号 

 ・個人事業主の個人番号を「マイナンバー管理ツール」で管理することが可能になりました。 
 

◇「ファイル」－「年次更新」 

 ・指定した日付以降の退職者を次年度に更新可能になりました。また、退職日が未入力の退職者を次年度

に更新可能になりました。 
 ・「マイナンバー管理ツール」へ配偶者の個人番号必要・不要の反映ができるようになりました。 
 

◇「受給者」－「受給者確認リスト」 

 ・年度の出力が可能になりました。 
 

◇「明細入力」－「報酬等の支払」 

 ・源泉徴収税額の計算を人格が「個人」の場合のみ行うように変更しました。 
 ・支払状況の初期値を選択できるようになりました。 
 

◇「支払調書1」－「給与支払報告書（総括表）」 

 ・平成28年の新様式に対応しました。 
  

◇「支払調書1」－「給与所得の源泉徴収票」 

 ・平成28年の新様式に対応しました。 
 

◇「支払調書2」 

 ・下記の処理名を変更しました。 
  配当等の支払調書 → 配当、剰余金の分配等の支払調書 
  配当等の支払調書合計表 → 配当、剰余金の分配等の支払調書合計表 
  非居住者等の支払調書 → 非居住者等の給与等の支払調書 
  非居住者等の支払調書合計表 → 非居住者等の給与等の支払調書合計表 
 

◇退職所得の源泉徴収票 

 ・1月1日の住所欄について平成29年と表示されていましたが、平成28年に修正しました。   


